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「小規模基本法」、「小規模基本計画」ができました！
～今後の小規模企業支援の動き～

　本年6月20日に「小規模企業振興基本法（以下、小規模基本法）」が成立、同法に基づき、10月3日、「小規模企業
振興基本計画（以下、小規模基本計画）」が閣議決定されました。小規模基本法は、中小企業基本法が成立して以
来51年ぶり、経済産業省にとって戦後2本目となる基本法です。
Ⅰ．小規模基本法とは？
　小規模企業は、人口減少、高齢化、海外との競争の激化等、経済の構造的変化に直面しています。他方、日本全
国に景気の好循環を浸透させ、地方に強靱で自立的な経済を構築するためには、雇用を支え、新たな需要にき
め細かく対応できる小規模企業の役割が重要です。小規模基本法は、こうした認識の下、小規模企業を中心に
据えた新たな施策の体系を構築するために策定されました。ポイントは以下の3点です。
＜ポイント1＞小規模企業振興についての「基本原則」が定められた
　小規模企業の振興についての基本原則として、中小企業基本法における「成長発展」という理念に加えて、地
域で雇用を維持するといった｢事業の持続的発展｣という理念が位置づけられました。
　また、個人事業者をはじめとする従業員が5人以下の事業者を「小企業者」とし、その円滑かつ着実な事業運
営について配慮する旨が定められました。
＜ポイント2＞政府が「小規模基本計画」を策定することが定められた
　政策の継続性・一貫性を担保する仕組みを作るため、小規模企業施策の体系を示す5年間の小規模基本計画
を策定するとともに、小規模企業の動向および小規模企業の振興に関して講じた施策に関する報告を国会に
提出することとされました。
＜ポイント3＞「4つの基本的施策」が定められた
　小規模企業の振興に関して国が実施すべき基本的施策として、以下の4つが定められました。
　①需要を見据えた経営の促進
　②新陳代謝の促進
　③地域経済の活性化に資する事業活動の推進
　④地域ぐるみで総力を挙げた支援体制の整備
Ⅱ．小規模基本計画とは？
　小規模基本法に基づき、小規模企業の振興に関する施策の総合的かつ計画的な推進を図り、一貫かつ継続し
た方針の下、必要な施策を重点的かつ効果的に実行することを担保するために策定されました。小規模基本法
における「4つの基本的施策」を目標とし、その実現に向けた「10の重点施策」を実施していくとしています。

　とりわけ、「（重点施策9）支援体制の整備」には、「商工会議所等は、自らの強みである伴走型の支援の特色を
生かして、小規模企業の目線に立ちつつ、きめ細かい支援を行うことが求められる」と記載されるとともに、
「小規模企業振興において支援機関の果たす役割が重要であることから、国、都道府県、市区町村は、商工会議
所等支援機関の機能を十分に引き出せるよう、それぞれ配慮する」とされております。
Ⅲ．今後の小規模企業支援の動き
　中小企業庁は、小規模基本計画の実現に向け、平成27年度概算要求において小規模事業対策予算を大幅拡
充するなど、施策の充実を図っています。特に、商工会議所等の伴走支援を通じた事業計画の策定・実行支援や
小規模事業者の販路開拓に対する予算等が拡充されています。

（目標1）  需要を見据えた経営の促進に係る重点施策

　（重点施策１）  ビジネスプラン等に基づく経営の促進

　（重点施策２）  需要開拓に向けた支援

　（重点施策３）  新事業展開や高付加価値化の支援

（目標2）  新陳代謝の促進に係る重点施策

　（重点施策４）  起業・創業支援

　（重点施策５）  事業承継・円滑な事業廃止

　（重点施策６）  人材の確保・育成

（目標3）  地域経済の活性化に資する事業活動の推進に係る重点施策

　（重点施策７）  地域経済に波及効果のある事業の推進

　（重点施策８）  地域のコミュニティを支える事業の推進

（目標4）  地域ぐるみで総力を挙げた支援体制の整備に係る重点施策

　（重点施策９）  支援体制の整備

　（重点施策10）  手続きの簡素化・施策情報の提供

「
4
つ
の
目
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」と
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の
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4
つ
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重
点
施
策
」
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Random thoughts relay

リレー随想
No.176

　現
在
私
は
、日
高
町
で
葬
儀

社「
さ
く
ら
葬
祭
」を
営
ん
で
お

り
ま
す
。

　自
営
業
は
25
年
程
前
に
、喫

茶
店
を
営
ん
だ
こ
と
が
あ
り
ま

し
た
。葬
祭
業
を
始
め
る
き
っ

か
け
と
な
っ
た
、葬
儀
業
界
へ

転
職
し
た
の
は
平
成
５
年
の
５

月
の
こ
と
で
し
た
。

　喫
茶
店
は
い
ろ
い
ろ
な
事
情

で
、お
店
を
閉
め
よ
う
と
思
っ

て
い
た
頃
、常
連
の
お
客
さ
ま

に
う
ち
の
会
社
に
来
な
よ
！
と

誘
っ
て
頂
き
、何
の
迷
い
も
な

く
そ
の
会
社
に
就
職
さ
せ
て
頂

き
ま
し
た
。

　当
時
は
若
か
っ
た
こ
と
も
あ

り
特
別
に
葬
儀
の
仕
事
を
し
た

い
と
い
う
気
持
ち
は
な
く
、『
ど

う
い
う
仕
事
で
も
い
い
や
！
給

料
が
貰
え
れ
ば
』く
ら
い
の
軽

い
気
持
ち
で
し
た
。

　と
こ
ろ
が
、こ
れ
が
と
ん
で

も
な
く
大
変
な
仕
事
で「
宗
教
・

宗
派
・
地
域
の
習
慣
・
葬
具
の
名

前
」と
覚
え
る
事
が
山
ほ
ど
あ

り
ま
し
て
、毎
日
が
必
死
で
し

た
。同
じ
宗
派
の
お
寺
さ
ん
で

も
、地
域
に
よ
っ
て
使
う
葬
具

の
数
が
違
っ
た
り
、書
き
も
の

で
も
ご
住
職
が
書
く
も
の
と
、

業
者
が
書
い
て
用
意
す
る
も
の

と
、地
域
に
よ
っ
て
こ
ん
な
に

や
り
方
が
違
う
の
!
?
と
毎
日

が
勉
強
で
、気
が
つ
け
ば
私
の

担
当
で
年
間
60
件
ぐ
ら
い
の
ご

葬
儀
を
施
行
さ
せ
て
頂
き
ま
し

た
。　そ

の
会
社
に
は
、平
成
17
年

６
月
末
ま
で
お
世
話
に
な
り
、

同
年
８
月
小
木
津
町
に
店
舗
を

借
り
ま
し
て
ご
葬
儀
の
会
社
を

開
業
さ
せ
て
頂
き
、平
成
22
年

８
月
に
現
在
の
日
高
町
へ
事
務

所
を
新
築
移
転
し
ま
し
た
。

　そ
し
て
翌
年
３
月
に
あ
の
東

日
本
大
震
災
が
発
生
し
ま
し
た
。

　そ
の
時
に
感
じ
た
こ
と
は
、

ど
ん
な
仕
事
も
そ
う
だ
と
思
い

ま
す
が
、葬
儀
の
仕
事
も
、人
と

人
と
の
繋
が
り
が
と
て
も
大
事

な
仕
事
だ
な
〜
と
実
感
さ
せ
ら

れ
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。

　震
災
が
起
き
た
次
の
日
、ラ

イ
フ
ラ
イ
ン
が
止
ま
っ
て
い
る

中
、わ
ざ
わ
ざ
常
陸
太
田
か
ら

車
を
走
ら
せ
葬
儀
を
頼
み
た
い

と
、来
て
下
さ
っ
た
方
が
お
り

ま
し
た
。当
事
務
所
は
光
回
線

の
電
話
で
し
た
の
で
、停
電
中

は
電
話
が
使
え
な
か
っ
た
の
で

す
。そ
の
方
の
話
を
聞
け
ば
、震

災
で
家
屋
が
倒
壊
し
ご
家
族
が

亡
く
な
ら
れ
た
と
い
う
事
で
し

た
。そ
の
日
の
う
ち
に
、ご
焼
香

が
出
来
る
準
備
を
し
、常
陸
太

田
ま
で
行
き
、葬
儀
の
段
取
り

や
手
配
を
取
り
ま
し
た
が
、震

災
の
影
響
で
常
陸
太
田
市
の
葬

祭
場
や
火
葬
場
の
受
け
入
れ
が

出
来
な
い
と
い
う
事
で
し
た
。

　そ
れ
で
も
何
と
か
し
な
い
と

い
け
な
い
状
況
で
し
た
の
で
、

日
立
の
葬
祭
場
や
、火
葬
場
、仕

出
し
屋
さ
ん
に
頼
み
こ
み
、水

道
が
出
な
い
中
、何
と
か
葬
儀

を
終
え
る
事
が
で
き
ま
し
た
。

葬
祭
場
の
方
に
は
水
を
確
保
し

て
頂
き
、仕
出
し
屋
さ
ん
に
水

を
提
供
し
て
貰
い
、調
理
し
て

頂
き
ま
し
た
。

　う
ち
の
ス
タ
ッ
フ
は
自
分
の

家
庭
も
大
変
な
中
、ガ
ソ
リ
ン

を
調
達
し
、現
場
に
出
社
し
て
、

ご
葬
儀
の
お
手
伝
い
、加
え
て

一
日
中
ト
イ
レ
の
水
流
し
と
、

み
ん
な
が
必
至
に
頑
張
り
ま
し

た
。　こ

ん
な
私
を
信
頼
し
て
遠
方

か
ら
ご
葬
儀
を
依
頼
に
来
て
下

さ
っ
た
方
、葬
祭
場
の
方
、火
葬

場
の
方
、仕
出
し
屋
さ
ん
、各
業

者
様
、当
社
ス
タ
ッ
フ
、皆
が
大

変
な
状
況
の
中
で
支
え
て
い
た

だ
き
、本
当
に
よ
く
頑
張
っ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。決
し
て
忘

れ
ら
れ
な
い
葬
儀
の
施
行
に
な

り
ま
し
た
。

　最
近
で
は
、葬
儀
の
規
模
も

小
さ
く
家
族
葬
で
行
う
方
が
増

え
て
来
て
い
ま
す
が
、家
族
葬

に
も
メ
リ
ッ
ト
と
デ
メ
リ
ッ
ト

が
あ
り
ま
す
。葬
儀
の
事
を
も

っ
と
知
っ
て
い
れ
ば
！
等
と
、

声
を
お
聞
き
す
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。

　私
が
経
験
し
た
ご
葬
儀
の
仕

事
が
何
か
人
の
役
に
立
た
な
い

か
と
、提
案
で
き
る
事
は
沢
山

あ
る
！
と
考
え
、終
活
サ
ポ
ー

タ
ー
と
し
て
、ひ
た
ち
生
き
生

き
百
年
塾
に
登
録
さ
せ
て
頂
き

ま
し
た
。

　葬
儀
の
心
配
ご
と
の
相
談
や

提
案
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
、こ

れ
か
ら
も
地
域
に
根
差
し
、人

と
人
と
の
繋
が
り
を
大
事
に
し

て
い
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま

す
。

葬
儀
と
の
出
会
い

杉

　山

　正

　夫

さ
く
ら
葬
祭



キラリ☆会員探訪 第79回

『名物女将がこだわる魚料理に舌鼓』

⑨　第1587号　（毎月20日発行） 平成26年11月20日

未来予想図

エールを送ります！

女　将　塚田　ヨシエさん

日立市千石町1－14－10
電　話　0294－34－5333
〈営業時間〉　11：30～14：00
　　　　　　17：00～22：00
〈定 休 日〉　日曜日
　　　　　　（但し、祝日の場合は営業）
〈駐 車 場〉　7台(店舗向かいくすりの
　　　　　　マルトと共同№2～№8)

生魚料理  三   最

＊忘・新年会、各種宴会等ご予約承ります。
　ご予算に応じて、お一人様3,500円～（8品～10品）25名様
　までお引き受けいたします。ご予約お待ちしております。

ご飯・あら汁・お新香・小付け・フルーツ・コーヒー付。
あら汁は大名おわんでたっぷりと…。

人
気
の「
ぶ
り
か
ま
煮
定
食
」

　「料理店」というと、どこか入りにくいようなところ

があるかと思いますが、気軽に立ち寄っていただける

お店です。これからもお客様に「美味しい」と言ってい

ただける魚料理を提供し、懐かしいおふくろの味を食

べに家に来るような雰囲気で、足を運んでいただける

お店でありたいと思います。

　生魚料理三最さんは、開業30年を超える日立でも屈指老舗の和風料理店です。
　ここ数年は、女将を中心に美人愛娘姉妹で昼夜を問わず頑張っている店です。商
いの開業から20年ほど、女将が当時板前さんと共に繁盛期を切り盛りし、当時の
市長や市内の財界人のご贔屓の店で賑わい、料理も板さんが腕を振るい、毎日、大
根のかつら剥きを欠かさず、その出来る「けん」はピンとして圧巻で刺身を一段と
輝かせたものです。また、【三最愛友会】を組織し、足掛け100回を上回るゴルフコ
ンペや年数度の親睦会は、現在も健在です。これからも開業当初のおもてなしを大
事にお体に留意されて、これまで通り日立市内の料理店の先駆者として走り続け
てください。

日立市鮎川町　深谷木材工業株式会社　深谷　政幸さん

　
多
賀
で
美
味
し
い
魚
料
理
が
食

べ
ら
れ
る
店
と
い
え
ば「
三
最（
み

つ
も
）」、常
連
さ
ん
の
み
な
ら
ず

家
族
連
れ
な
ど
に
も
人
気
の
お
店

で
す
。

　
昭
和
33
年
か
ら
約
20
年
間
、ご

主
人
の
和
正
さ
ん
と
駅
前
で
営
ん

で
い
た
魚
屋「
魚
一（
う
お
か
つ
）

鮮
魚
店
」が
始
ま
り
で
す
。昭
和
53

年
に
現
在
地
に
「
三
最
」
を
開
店

し
、ヨ
シ
エ
さ
ん
と
板
前
さ
ん
が

切
り
盛
り
し
て
い
ま
し
た
が
、現

在
は
、女
将
と
2
人
の
娘
さ
ん（
若

女
将
）の
親
娘
3
人
で
の
営
業
で

す
。三
最
の
意
味
は「
〝
三
〞
は
無

限
の
数
字
、〝
最
〞
は
最
も
良
い

か
ら
、
ス
リ
ー
ベ
ス
ト
で
〝
三

最
〞
と
付
け
ま
し
た
」。「
景
気
の

良
い
時
代
に
は
、主
に
夜
の
社
用

で
利
用
い
た
だ
く
お
客
様
が
多

く
、賑
わ
っ
て
い
ま
し
た
ね
」と
ヨ

シ
エ
さ
ん
。

新
鮮
で
美
味
し
い
魚
料
理
を

　
地
元
の
み
な
ら
ず
全
国
の
漁
港

で
水
揚
げ
さ
れ
た
旬
の
魚
介
類
を

仕
入
れ
て
作
ら
れ
る
料
理
の

数
々
。そ
の
な
か
で
も
ラ
ン
チ
メ

ニ
ュ
ー（
7
種
類
、1
,
0
8
0
円
）

は
好
評
で
、オ
ス
ス
メ
は
〝
ぶ
り

か
ま
煮
定
食
〞
。
ほ
ど
よ
く
脂
が

の
っ
た
ぶ
り
か
ま
は
、こ
っ
て
り

す
ぎ
な
い
甘
辛
い
味
が
染
み
込
ん

で
ご
飯
が
す
す
む
一
品
。あ
ま
り

の
人
気
で
昼
だ
け
で
な
く
、夜
の

宴
会
料
理
の
中
に
入
れ
て
ほ
し
い

と
の
リ
ク
エ
ス
ト
も
多
い
そ
う
で

す
。

　「
何
を
食
べ
て
も
は
ず
れ
が
な

く
、美
味
し
い
」と
い
う
お
客
様
の

一
言
が
何
よ
り
も
嬉
し
い
と
ヨ
シ

エ
さ
ん
。女
将
の
熟
達
し
た
こ
だ

わ
り
の
味
付
け
で
、う
な
ぎ
・
魚
の

煮
付
け
は
も
ち
ろ
ん
、野
菜
な
ど

変
わ
ら
な
い
美
味
し
さ
を
提
供
し

続
け
て
い
ま
す
。〝
き
ん
き
の
煮

付
け
〞
は
、ぜ
ひ
味
わ
っ
て
い
た

だ
き
た
い
絶
品
料
理
と
か
。

　
三
味
線
・
民
謡
が
趣
味
の
ヨ
シ

エ
さ
ん
は
、全
国
大
会
で
伴
奏
を

務
め
た
ほ
ど
の
実
力
。「
仕
事
の
後

や
休
日
に
や
れ
る
の
が
何
よ
り
も

楽
し
み
で
幸
せ
よ
」と
に
っ
こ
り
。

　
こ
れ
か
ら
も
〝
名
物
女
将
〞
と

し
て
健
在
で
す
。

　
　
　商
工
会
議
所
さ
ん
へ

　
商
工
会
議
所
さ
ん
と
の
お
付
き

合
い
も
長
く
、今
回
、こ
の
よ
う
な

機
会
で
取
材
に
来
て
い
た
だ
い
て

あ
り
が
た
い
で
す
。
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役員・議員紹介コーナー

『素顔』第40回

　独身男女の出会いをコンセプトに街の活性化を目指して開催している“ぴたコン”。東日本大震災の翌年
から始動してすでに5回実施。“日立のぴたコン”というブランドは、若い人達の間でしっかり定着してい
ます。主催／運営しているのは『ぴたっとプロジェクト日立』。その運営統括を務めているのが松山氏です。
「事のはじまりは、『一緒にやらないか』のひと声からでしたが、まさか自分がプロジェクト長の役目を担う
ことになるとは思ってもみませんでした」と当時を懐かしみます。
　震災復興のため、日立地区３モール商店街活性化実行委員会事業の一環で立ち上がった『ぴたっとプロ
ジェクト日立』のメンバーは、商店街関係者をはじめ、事業主、会社員、ＯＬ，学生、一般の方たち。年齢、職業

など、みんなバラバラですが、すべてボランティアで活動しています。毎回テ
ーマを決めて創出する“出会い”のために、費やされる膨大な時間と労力は、
元気、勇気、やる気の３拍子そろった強者(つわもの)たちだから出来る地域貢献。
生みの苦しみを共有し合いながら何としてもカタチにするぞ！というその
意気込みのパワーが、いろんなモノ・ヒトを巻き込んで街の活性化に繋がっ
ていくと熱く語ります。
　出会いの領域を広げた“ぴたバル”は今回で2回目の実施。さらなる多忙さ
に拍車がかかる日々に「正直、時間との勝負です」と松山氏。日立商工会議所
観光環衛業部会でも、その多彩な経験値のキャパを広げながら、周囲を次へ
のステージに誘(いざな)っています。

株式会社ひたちピーエム商事 常務取締役　松山　圭吾 氏（観光環衛業部会）

現在当所には商工会議所の運営について意思決定を行う１１０名の“議員”の方々がいます。議員の

皆さんには地域における商工業の振興と地域社会の進展にご尽力いただく重要な役割を果たして頂い

ています。このコーナーではその“議員”の皆さんにスポットをあて、その素顔にせまっていきます。

商工会議所カレンダーができました商工会議所カレンダーができました

　当所では新年を飾るかいぎしょＮＥＷＳ新年
増大号を発行しています。
発 行 日　平成27年1月20日（火）
　　　　※原稿締切　平成26年12月12日（金）
発行部数　3,600部
広告の大きさと金額（税込）
　□カラー
　　Ａ4判1/2（裏表紙）　 64,800円
　　Ａ4判1/2（裏表紙内側） 54,000円
　□モノクロ
　　Ａ4判1/3 21,600円
　　Ａ4判2/3 43,200円
　　Ａ4判1/2 32,400円
　　全面 64,800円

かいぎしょＮＥＷＳ新年号の
広告掲載事業所を募集します
かいぎしょＮＥＷＳ新年号の
広告掲載事業所を募集します

　県内8商工会議
所共通の平成27
年商工会議所カレ
ンダーができまし
た（Ｂ2サイズ）
　当所1階ロビー
に置いてあります
のでご自由におも
ちください。

平成27年

◆問合せ
　経営相談課

会議所インフォメーション会議所インフォメーション TEL 22-0128  FAX 22-0120

◆申込・問合せ　総務課
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　茨城県内の外国人観光客の誘客を促進する皆様が、国際観光の一層の推進及び外国人観光客の
受入体制整備促進を図ることを目的に、平成26年度いばらき国際観光セミナーを開催します。 

　100万部を超えるベストセラー、『失敗しないおしゃれ』の著者、フランソワーズ・モレシャン先生の講演会です。
　モレシャン先生は、フランス語講師、作家、ファッション・コーディネーター等、様々なジャンルで国際的にご活
躍されています。
　ぜひ、この機会に異文化を理解して、「世界への扉」を開いてみてはいかがでしょうか。

日　時：平成26年12月19日(金）午後２時～５時（開場：午後１時30分）
場　所：茨城県市町村会館 ２階大会議室  水戸市笠原町978－26 ＴＥＬ 029－301－1242

平成26年12月3日(水） 三の丸ホテル 2階リルト

◆申込期限：平成26年11月28日（金）◆定　　員：100名　※定員になり次第締め切り

主な内容

講演 トリップアドバイザーについて
講師：伊藤　大輔 氏（㈱トリップアドバイザー　ホテルセールスチームマネージャー）

新しい消費税免税制度を機に取り組む訪日外国人観光客獲得策について
講師：池田　直久 氏（一社ジャパンツーリズム協会事業者支援部免税担当
　　　　　　　　　　  ㈱Ｊ＆Ｊ事業創造Ｔａｘ　Ｆｒｅｅ事業本部　営業開発プロデューサー）

申込み・問合せ　茨城県商工労働部観光物産課国際観光推進室　ＴＥＬ029－301－3616　ＦＡＸ029－301－3629

主催
水戸商工会議所女性会
日立商工会議所女性会
ひたちなか商工会議所女性会
後援
関東商工会議所女性会連合会

平成２６年度いばらき国際観光セミナーの
開催について

女性経営者交流シンポジウム女性経営者交流シンポジウム

日  時

１００名先着順定  員

テーマ 『女性が変える、世界への扉』講  演

会  場

開場 13：00／開演 13：30～15：00

講師　ライフスタイルアドバイザー ・ エッセイスト　

※定員になり次第締め切らせて頂きます。

フランソワーズ・モレシャン氏

水戸市三の丸２－１－１　TEL．０２９－２２１－３０１１

※常磐線水戸駅北口より徒歩２分
※なるべく公共交通機関をご利用下さい。

　ライフスタイル・エッセイスト、金沢21世紀美術館国際アドバイザー、仏政府対外貿易顧問など。
　パリ生まれ。ソルボンヌ大学、東洋語学校日本語学科を経て来日。1964年パリに戻りレブロン、ディオール社勤務。
74年シャネル美容部長として、再来日。著書『失敗しないおしゃれ』が100万部を越える大ベストセラーとなる。その後、
多くの著作を発表、メディア・ファッション業界でファッションアドバイザー＆プロデューサーとして活躍。一方で『国
境なき医師団』、『世界の医療団』日本支部の創立に協力するなど社会貢献活動も続ける。
　フランス政府から長年の日仏友好などの功績に対して、国家功労勲章、レジオンドヌール勲章を叙勲。
　2007年より金沢21世紀美術館国際アドバイザー。

講
師
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

入 場 無 料

参加
無料

申込み・問合せ ◆女性会メンバー以外の一般参加も受付致します。（男女問わず）

■水 戸 商 工 会 議 所 女 性 会　TEL 029－224－3315 ／ FAX 029－231－0160
■日 立 商 工 会 議 所 女 性 会　TEL 0294－22－0218 ／ FAX 0294－22－0120
■ひたちなか商工会議所女性会　TEL 029－273－1371 ／ FAX 029－275－2666
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【解き方一例】
Ｃ÷Ｇ－Ｆ＝１　（１）　　　　　　　　　　　　　　
Ⅰ÷Ａ＝Ｈ　（２）
Ｅ（５）＜Ｆなので、Ｆは６、７、８、９。　　　　　　　
その場合、（１）の式が成立するのは、Ｇが１の場合のみ。
また、Ｃ＞Ｆ、Ｃ＜Ｂなので、（１）は以下のどちらか。　
８÷１ー７＝１　（ａ）　　　　　　　　　　　　　　
７÷１ー６＝１　（ｂ）
（ａ）の場合、残りの数は２、３、４、６、９
（２）が成立するのは以下の２パターン。
６÷２＝３　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
６÷３＝２
Ⅰが６だとするとⅠ＞Ｆ（７）が矛盾するので（ａ）は不
成立。
ゆえに（１）の式は（ｂ）が正しい。
Ｃ＝７、Ｇ＝１、Ｆ＝６。
残りの数は２、３、４、８、９。
（２）が成立するのは以下の２パターン。
８÷４＝２
８÷２＝４
Ⅰ＝８、ＡとＨは２と４のどちらか。
使わなかった３と９は、ＢとＤ。
Ｄ＜Ｅ（５）なので、Ｄ＝３、Ｂ＝９。
上記の２パターンでＡは２か４のいずれか。
Ａ＞Ｄ（３）なのでＡ＝４、Ｈ＝２。
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書　籍　名
フォルトゥナ の 瞳
銀 翼 の イ カ ロ ス
鹿の王（上）－生き残った者－
アイネクライネナハトムジーク
物 語 の お わ り
鹿の王（下）－還って行く者－
神 坐 す 山 の 物 語
おかげさまで生きる
１ % の 力
わたしはマララ: 教育のために立ち
上がり、タリバンに撃たれた少女

　著作者名　
百 田 尚 樹
池井戸　潤 
上橋菜穂子 
伊坂幸太郎
湊　かなえ
上橋菜穂子 
浅 田 次 郎
矢 作 直 樹
鎌 田 　 實

マララ・ユスフザイ  

出 版 社
新 潮 社
ダイヤモンド社
KADOKAWA
幻 冬 舎
朝日新聞出版
KADOKAWA
双 葉 社
幻 冬 舎
河出書房新社

学研マーケティング 

価　格
1,728円 
1,620円 
1,728円 
1,512円 
1,512円 
1,728円 
1,620円 
1,080円 
1,080円

1,728円 

（Ｆ×Ｈ）－（Ａ×Ｂ）＝１
Ｇ＋Ⅰ＝Ｃ

（日立書店組合調べ）
先月号の答え先月号の答え

0 75 2

脳
－

÷

＋

×
ト レ数字で数字で

クイズ当選者に賞品を差し上げます。
応募方法：官製ハガキに答え、NEWSへの意見・要望・感想等、

住所、氏名（事業所）、TELを書いて応募してください。
抽選で賞品を差し上げます。なお、応募は1事業所1
人に限らせていただきます。

締　　切：ニュース発行月末（消印有効）
当 選 者：賞品の発送に代えさせていただきます。
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